
vol.484
htt p://www.town.oyamazaki.kyoto.jp

今月の主な内容

■2008年、夏。
　大山崎町が、アートに染まる。 P2～
■外国のお話を聞いてみよう P6～
■お知らせします。行財政改革の成果 P7～

７７
2008（平成20）年2008（平成20）年

「
母
と
子
の
集
い
」
が
、
大
山
崎
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
・
児
童
家
庭
福
祉
部
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
約
35
組
の
親
子
が
、
元
気
一
杯
に
体
を

使
っ
た
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

母
と
子
の
輝
く
笑
顔
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２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大

山
崎
山
荘
美
術
館
と
京
都
造
形
芸
術
大
学
の
連

携
事
業
を
基
に
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
タ
in
大
山
崎
町
」
が
、
今
年
は
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
フ
ェ
ス
タ

で
は
、
昨
年
好
評
を
得
た
、
離
宮
八
幡
宮
で
の

竹
灯
篭
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
音
楽
ラ
イ

ブ
、モ
ネ
・
ア
ー
ト
パ
ズ
ル
の
ほ
か
、期
間
中
は
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館
を
は
じ
め

と
す
る
町
内
各
所
で
、
展
覧
会
「
ア
ー
ト
で
か

け
橋
（A

rt as a B
ridge

）」
も
開
催
さ
れ
、

３
組
の
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
月
10
日
に
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
前
で
行

わ
れ
て
い
る
「
市
」
と
も
連
動
し
て
、
８
月
10

日
日
に
は
ス
タ
ー
ド
ー
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
開
催
。
モ
ノ
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で

な
く
、
人
と
人
と
が
触
れ
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

京
都
造
形
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
美
術

館
、
町
の
人
々
を
巻
き
込
み
、
大
山
崎
に
ア
ー

ト
の
橋
を
架
け
ま
す
。 

問（
フ
ェ
ス
タ
全
般
）＝
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大

山
崎
町
2
0
0
8
実
行
委
員
会 

（
京
都
造
形
芸

術
大
学
内
） 

☎
7
9
1

-

9
1
2
4 

Ｅ
メ
ー
ル　

ktfe@
offi  ce.kyoto-art.ac.jp

去
年
、
大
山
崎
町
を
盛
り
上
げ
た
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
in
大
山
崎
町
」
が
、

今
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
は
、７
月
10
日
木
〜
９
月
７
日
日
。
舞
台
は
、大
山
崎
町
。

町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
「
ア
ー
ト
」
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

家
族
と
、
友
達
と
、
子
ど
も
と
、
恋
人
と
…

今
年
の
夏
は
、
芸
術
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
０
０
８
年
、
夏
。

大
山
崎
町
が
、

ア
ー
ト
に
染
ま
る
。

木

日

■展覧会「アートでかけ橋」（Art as a Bridge）

■離宮八幡宮ライブ・ライトアップ ～交わる光・繋げる音～

■スタードーム フェスティバル ※詳細は8月号でお伝えします

※詳細は8月号でお伝えします

7

9
10

7
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古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
大
山
崎
の

地
に
は
、
奈
良
時
代
に
淀
川
を
ま
た
ぐ
巨
大
な

橋
「
山
崎
橋
」
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
ら
く
こ
の
橋
を
渡
っ
て
、
人
々
や
物
資
、
文

化
が
、
都
へ
、
地
方
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
山
崎
橋
は
幾
度
も
の
洪
水

で
流
さ
れ
、
11
世
紀
を
最
後
に
記
録
か
ら
姿
を

消
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

橋
の
消
失
か
ら
１
０
０
０
年
後
の
21
世
紀
。

大
山
崎
町
に
３
組
の
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
小
沢 

剛
、
パ
ラ
モ
デ
ル
、

セ
リ
ー
ナ
・
オ
ウ
。
彼
ら
は
の
ど
か
な
町
の
営

み
を
新
鮮
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
、
町
に
暮
ら

す
人
々
と
の
交
流
か
ら
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の

ア
ー
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。

■展覧会「アートでかけ橋」
（Art as a Bridge）

とき＝ 7月10日木～9月7日日 
※月（月が■祝のときは翌火）は休み
ところ＝アサヒビール大山崎山荘美術館、大山崎集会所、大山
崎区民会館、離宮八幡宮（下記MAP参照）
入館料＝大人700円、高大生500円
※20名以上は団体割引あり。美術館以外の会場は無料
参加アーティスト＝小沢 剛、パラモデル、セリーナ・オウ
問＝アサヒビール大山崎山荘美術館　☎957-3123（総合案内）
URL　http://www.asahibeer-oyamazaki.com/

MAP

期間中の土■日■祝は、町内の展覧会場を巡回する
無料ジャンボタクシーが運行される予定です（身体の不自由な方、高齢者優先）。

離宮八幡宮
展示：小沢 剛 展示：パラモデル 展示：セリーナ・オウ展示：小沢 剛、パラモデル、セリーナ・オウ

アサヒビール大山崎山荘美術館 大山崎集会所 大山崎区民会館1 2 3 4
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パ
ラ
モ
デ
ル
と
参
加
者
の
共
同
制
作
で
、「
プ

ラ
レ
ー
ル
」を
画
材
に
し
た
絵（
ら
く
が
き
）を

つ
く
り
ま
す
。参
加
無
料
、定
員
は
各
回
20
名
。

と
き
＝
８
月
16
日
土

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
＝
離
宮
八
幡
宮

対
象
＝
４
歳
〜
10
歳
（
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

申
込
方
法
＝
①
参
加
希
望
人
数
、
②
氏
名
、
③

住
所
、
④
電
話
番
号
、
⑤
F
A
X
番
号
を
、

F
A
X
で
左
記
ま
で
。

申
込
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館

「
パ
ラ
モ
デ
ル
W
S
係
」
F
A
X
９
５
７

-

３
１
２
６

　

大
山
崎
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
と
京
都
造
形

芸
術
大
学
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
者
と
一
緒

に
会
場
を
周
り
、
出
品
作
品
と
大
山
崎
の
町
に

つ
い
て
語
ら
い
ま
す
。
各
回
と
も
参
加
無
料
、

定
員
20
名
（
入
館
料
別
途
）。

と
き
＝
８
月
３
日
日
・
10
日
日
午
後
２
時
〜
４

時申
込
方
法
＝
①
参
加
希
望
日
、
②
氏
名
、
③

住
所
、
④
電
話
番
号
、
⑤
F
A
X
番
号
を
、

F
A
X
で
左
記
ま
で
。

申
込
＝
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館

「
ア
ー
ト
で
か
け
橋
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
ト

ー
ク
係
」
F
A
X
９
５
７

-

３
１
２
６

「
ア
ー
ト
で
か
け
橋
」

 
G
allery Tour Talk

P
aram

odel

と
一
緒
に

 

プ
ラ
レ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う

関
連
企
画

作品紹介ARTIST

小沢  剛   Tsuyoshi Ozawa

パラモデル   paramodel

セリーナ・オウ   Selina Ou



■離宮八幡宮ライブ・ライトアップ

■スタードーム フェスティバル

　第二大山崎小学校3年生と4年生、杉の子学級の児
童105人が、アートユニット「パラモデル」と一緒に、
玩具のプラレールを使ったユニークなアート作品をつ
くり上げました。テーマは、「宇宙の大きな植物」。パ
ラモデルの２人が体育館の床にあらかじめ置いておい
た、プラレールの「種」を基に、子どもたちが自由自
在にレールを繋げてゆき、体育館の床一面に、なんと
も不思議で巨大な「植物」が誕生しました。
　「自分たちでやると、思ったとおりにコントロール
して作品を作りますが、子どもはコントロール不可能。
自分たちにもどんなものができあがるのか予測できな
いというところに大きな魅力を感じ、今回の企画を実
施しました。」と、パラモデルさん。
　作業のようすは撮影され、展覧会「アートでかけ橋」
開催中、大山崎集会所で展示される予定です。今回の
作品では、作業をしている子どもたち自身もアートの
一部になるとのこと。果たしてどんな作品に仕上がっ
ているのか？皆さん、ぜひその目で確かめてみてくだ
さい。

　真夏の夜の３日間、無数の竹灯篭で離宮八幡宮が幻想的
にライトアップされます。また、最終日には、さまざまな
ジャンルのアーティストが出演する素敵なライブが催され
ます。
とき＝８月８日金～ 10日日
ところ＝離宮八幡宮

ライトアップ竹灯籠ワークショップ 
　離宮八幡宮ライトアップに使用する竹灯篭をつくりま
す。参加無料。
とき＝7月27日日10:00 ～ 12:00（9:30受付）
ところ＝中央公民館本館１階実習室 
持物・服装＝イボ付き軍手、汚れてもよい服装
定員＝25名（先着順。小学生以下は保護者同伴） 
問・申込＝京都造形芸術大学プロジェクトセンター
　☎791-9124

スタードーム天幕ペインティング 
　アートフェアで、スタードームにかぶせる天幕に絵を描
きます。参加無料。
とき＝７月27日日13:30 ～ 15:30（13:00受付）
ところ＝中央公民館別館３階大研修室 
定員＝30名（先着順。小学生以下は保護者同伴） 
問・申込＝京都造形芸術大学プロジェクトセンター
　☎791-9124

　昨年離宮八幡宮に出現した、竹で編んだスタードーム。
今年はフェスティバル会場に４つ登場します。ドームの中
では、大山崎の竹を使って楽器などをつくるワークショッ
プのほか、大山崎に関連した昔話の紙芝居上演、アート作
品や地元特産品の販売などが予定されています。
とき＝８月10日日
ところ＝JR山崎駅南側町有地

巨大な宇宙の植物が出現!?
6月5日木、
二山小児童がアート制作に参加

関連企画

関連企画

～交わる光・繋げる音～

ART FESTA
IN

OYAMAZAKI
TOWN

2008

広報おおやまざき5
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外
国
の
お
話
を
聞
い
て
み
よ
う

大

山

崎

町

国

際

理

解

講

座

青
年
海
外
協
力
隊
員
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
G
S
E
派
遣
団
員
と
し
て
海
外
で

活
動
さ
れ
た
実
績
を
持
つ
お
２
人
を
講
師
に
招
き
、
現
地
で
の
体
験
談
や
日
本

と
の
文
化
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
参
加
無
料

定
員
＝
30
名（
先
着
順
）

申
込
締
切
＝（
各
回
）
開
催
前
日
の
午
後
５
時

問
・
申
込
＝
政
策
推
進
室
秘
書
広
報
グ
ル
ー
プ　

☎
９
５
６

-

２
１
０
１
（
内
３
１
２
）

　

とき＝８月21日木 14:00～16:00
ところ＝中央公民館本館２階「講座室」
講師＝近江  望氏（元青年海外協力隊員）

とき＝８月28日木 14:00～16:00
ところ＝中央公民館本館2階「講座室」
講師＝本間  太郎氏
　　　（元ロータリークラブGSE派遣団員）

第2回 第1回

「フィンランド」のお話 「フィジー」のお話



　

町
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
、
既

存
の
「
大
山
崎
町
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」
お
よ
び
こ
の
プ
ラ
ン
を
具
体
化

す
る
実
践
計
画
で
あ
る
「
大
山
崎
町

行
財
政
改
革
実
施
計
画
」を
改
定
し
、

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
を
期
間

と
し
て
、
次
の
５
つ
の
手
法
を
用
い

て
行
財
政
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

① 

住
民
等
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

②
評
価
制
度
の
確
立

③
民
間
活
力
の
導
入

④
職
員
数
・
人
件
費
の
削
減

⑤
財
源
の
確
保

　

そ
こ
で
、
こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
、
平
成
19
年
度
に
お
け
る

各
種
改
革
項
目
の
取
り
組
み
実
績
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
効
果

　

平
成
19
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り

歳
入
、
歳
出
合
わ
せ
て
３
億
３
千
万

円
余
り
の
財
政
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
人
件
費
の
削
減
が
当

初
見
込
み
よ
り
も
進
捗
し
た
こ
と
に

よ
り
、見
込
額
（
３
億
６
４
０
万
円
）

を
上
回
る
額
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

課
題
と
今
後
の
予
定

　

人
件
費
の
削
減
な
ど
が
当
初
見
込

み
よ
り
も
大
幅
に
進
捗
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
的
に
は
一
定
の
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
、
こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン

が
目
指
し
て
い
る
、
行
政
の
み
で
は

な
く
多
様
な
主
体
に
よ
り
地
域
経
営

が
行
わ
れ
る
と
い
う
考
え
方
、
す
な

わ
ち
「
新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
」

へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
住
民
等
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
一

層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
、
そ
う
し
た

住
民
自
治
を
確
立
す
る
「
協
働
」
の

視
点
か
ら
外
部
有
識
者
の
意
見
を
聞

き
、
ま
た
、
皆
さ
ん
に
も
ご
参
画
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
再
構
築
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
取
り
組
み
実
績

【
主
な
取
組
】

① 

住
民
等
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

▼ 
各
種
審
議
会
等
委
員
の
公
募
お
よ

び
会
議
の
公
開

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

▼
出
前
講
座
の
実
施

②
評
価
制
度
の
確
立

▼
事
務
事
業
の
抜
本
的
見
直
し

▼
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

▼
施
策
評
価
の
試
行
的
実
施

▼
人
事
評
価
制
度
の
構
築

③
民
間
活
力
の
導
入

▼ 

長
寿
苑
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入

▼
保
育
所
の
あ
り
方
の
見
直
し
検
討

④
職
員
数
・
人
件
費
の
削
減

▼
特
別
職
の
給
与
削
減

▼
職
員
数
の
削
減

▼
職
員
給
与
の
削
減

⑤
財
源
の
確
保

▼
負
担
金
等
の
見
直
し

お知らせします。行財政改革の成果
大山崎町行財政改革プラン・同実施計画（集中改革プラン）　平成19年度実績

問
＝
役
場
代
表　

☎
９
５
６

-

２
１
０
１

（
行
革
全
般
）
政
策
推
進
室
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ 

（
内
３
１
３
）

（
財
政
関
係
）
政
策
推
進
室
財
政
グ
ル
ー
プ 

（
内
３
４
１
）

（
人
事
関
係
）
総
務
室
総
務
人
事
防
災
グ
ル
ー
プ 

（
内
３
２
５
）

合　計 274,760 334,818 609,578

平
成
18
・
19
年
度
の
２
年
間
の

効
果
額
合
計
は
、
約
６
億
円
に
。

人
件
費
の
削
減
な
ど
は
順
調
に
進
捗
し
つ
つ
も
、

「
協
働
」へ
の
取
り
組
み
が
急
務
。

平成19年度の財政効果 （単位：千円）

広報おおやまざき7
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　5月30日を「ゴミゼロ」の日と定めて、毎年実施しているゴミゼロ
運動。今年も真鍋町長以下、職員約40名が大山崎、円明寺、下植野の
3コースに分かれて町内をパトロールし、道路や公園などのポイ捨て
ゴミを拾い歩きました。
　一見、きれいそうな道路も、注意して歩くと小さなゴミがちらほら。
空き缶やペットボトル、紙くずのほか、一番多かったのはタバコの吸
殻でした。およそ３km、1時間半のパトロールが終わる頃には、ゴ
ミ袋もずっしりとした重さに。
　─ ゴミはポイ捨てせずに、持ち帰る ─。
　この当たり前のマナーを皆で守って、ゴミのないきれいな町を目指
しましょう！ 

大山崎町からゴミをなくそう！5/30
ゴミゼロ運動

　台風などの災害が多発する季節を前に、災害時に危険が予想される
箇所を点検するため、パトロールを実施。京都府、乙訓消防組合、向
日町警察署、町内の各区長さんなどとともに、大山崎排水ポンプ場と、
小泉川の松田橋付近を視察しました。
　パトロール後の検討会では、視察箇所の今後の更なる整備や、土砂
災害の危険箇所などについてさまざまな意見が寄せられ、災害への備
えを充実させていくことが改めて確認されました。

台風の季節に備えて6/3
防災パトロール

　社会福祉協議会の主催で、高齢者向け手品教室が開催されました。
　講師の、手品ショーなどを織り交ぜた楽しいトークに、会場の
あちこちから、
　「なんで、なんで?」「不思議！」と感嘆の声。
　マッチやコイン、トランプなど身近なものを使った手品のほか、
頭の錯覚を誘うロジックなどを伝授された参加者たちは、しっか
り自分のものにしようとメモを取り、練習を繰り返しました。
　この日の教室をずっと楽しみにしていたという参加者の一人は、
　「若い頃、手品に凝っていた友達によく見せてもらっていたので、
今日はとても懐かしかったです。家に帰ったら、とりあえず家族
に披露しますよ！」と、笑顔で感想を語ってくれました。

さぁ、誰に披露しようかな♪6/3 
ふれあいいきいきサロン～手品をやってみませんか～

　今年で９回目となる公サ連まつりが、大山崎町公民館サークル
連絡協議会の主催で行われ、中央公民館は多くの人で賑わいました。
　日頃サークル活動に励む皆さんにとって、この２日間は、活動
の成果を披露する年に一度の晴れ舞台。どのコーナーにも手抜き
はありません。中には、普段なかなか体験することのできない着
物の着付けコーナーもあり、浴衣を着付けてもらった子どもたち
は、自分の姿に思わずうっとりしていました。

みんなが主役！6/7~8
第9回公サ連まつり
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　今、大山崎中学校横では移転に伴う中学校再構築のための埋
蔵文化財発掘調査が行われています。弥生時代の竪穴式住居跡
のほか、当時の人々の暮らしをうかがい知ることができる貴重
な出土品がたくさん確認されているこの発掘現場。この日は、
約20名の親子が参加して、自分の手で発掘調査を体験しました。
　「何かが出てきそうでワクワクする！」
　「歴史の勉強が好きなので、参加しました！」などと話す間も、
発掘作業に熱中する子どもたちの手は止まりません。
　担当職員の説明なども聞きながら、気分はすっかり考古学者
になりきっていました。

古代の遺跡から知る人々の暮らし5/18
発掘体験「親子で発掘！ おおやまざきの昔・むかし」

　京都府と、近隣市町からつくる実行委員会の主催で、淀川三川
ふれあい交流イベントが開催されました。
　メイン会場となった淀川河川公園背割堤地区では、オープンカ
フェや川辺の落語会、自然観察会などいろんな催しが行われまし
たが、中でも、子どもたちの人気を集めたのは竹を使った工作コ
ーナー。大山崎竹林ボランティアさんの指導のもと、子どもたち
は水鉄砲や竹ぽっくり、竹とんぼなどを作って、大喜びで遊んで
いました。
　小さな子ども２人を連れて参加した若いお母さんは、
　「同じおもちゃでも、市販のプラスチック製のものより暖かみが
あって、なんだか良いですね。子どももとっても喜んでいます。」
　スタンプラリーで大山崎町を訪れたという八幡市に在住のお2人は、
　「今日は宝積寺と大山崎山荘美術館に行ってきました。いつも
川の向こう側から見ているだけだったので、今日は良い機会でし
たよ。」
　と、参加者たちはそれぞれにこの日のイベントを満喫していました。

自然とふれあい、人々が交流5/25
淀川三川ふれあい交流イベント

長寿苑教養講座「お箸袋作り」

　長寿苑で、教養講座「お箸袋作り」を開催。和紙、糸、爪楊枝
などを材料に、参加者たちは、小さな日本人形を貼り付けた可愛
らしいお箸袋を作りました。
　人形の軸となる爪楊枝に、千代紙で作った着物を着せ、黒色の和
紙で頭の部分を作ります。着物の裏には長じゅばんを、頭の部分
にはかんざしをあしらうなど、細部まで手を抜きません。細かくて
慣れない作業の連続に悪戦苦闘しながらも、講師の細やかな指導
にも助けられ、皆さん見事に自分だけのお箸袋を完成させました。
　参加者たちは、
　「色紙を使ったのは何十年ぶりかしら。可愛らしくできて、す
ごく嬉しいです。家に帰ってもう１回復習しないと。」
　「使うのはもったいない。きれいに飾っておこうと思います。」
などと感想を語り、できあがったお箸袋に大満足のようすでした。

かわいい人形に、思わずうっとり5/21



10広報おおやまざき

　

部
員
は
、
4
年
生
と
6
年
生
の
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
女
の
子
14
名
で

す
。

　

取
材
に
伺
っ
た
こ
の
日
は
、
ま
だ
3
回

目
の
練
習
。
ボ
ー
ル
も
、
な
か
な
か
相
手

コ
ー
ト
に
返
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
み
ん
な

笑
顔
、
笑
顔
。
仲
間
の
ミ
ス
に
も
、「
ど

ん
ま
い
、
ど
ん
ま
い
、
頑
張
ろ
う
！
」
と

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
あ
う
な
ど
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
で
す
。

　

練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
、
4
月
の
最
初
の
活

動
日
に
、
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合
い
で
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
最
優
先
に

し
て
い
ま
す
。」
と
、
顧
問
の
先
生
は
話

し
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
協
力
し
て
ボ
ー
ル
を
繋
ぐ

の
が
楽
し
い
！
」
と
話
す
の
は
、
6
年
生

の
和
田
穂
乃
香
さ
ん
。
好
き
な
選
手
は
、

栗
原
恵
選
手
で
す
。

　

高
橋
み
ゆ
き
選
手
が
大
好
き
と
い
う
、

同
じ
6
年
生
の
高
木
な
お
さ
ん
は
、
大
山

崎
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
お
姉
さ
ん
の
影
響
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
そ
う
。

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
1
人
だ
け
上
手

で
も
ダ
メ
。
み
ん
な
が
頑
張
ら
な
い
と

ち
ゃ
ん
と
続
か
な
い
の
が
、
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。」

　
「
サ
ー
ブ
が
決
ま
っ
た
と
き
が
気
持
ち

良
い
！
」
と
話
す
の
は
、
4
年
生
の
宅
間

り
よ
子
さ
ん
。

　
「
入
る
と
き
は
卓
球
部
と
迷
っ
た
け
ど
、

や
っ
て
み
た
ら
す
ご
く
楽
し
い
！　

5
年

生
、
6
年
生
に
な
っ
て
も
続
け
て
、
も
っ

と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みんなで協力することが大切です！

第二大山崎小学校
ソフトバレーボール部の皆さん 

32

　分類番号にはどれくらいの種類があるの
でしょうか？　３ケタだから10×10×10で
1000種類！と思いきや、実は使っていない
番号も存在します。でも、大きな図書館では
小数点以下もあるので、一体どれくらいの種
類があるのかよくわかりません。
　『れんげ野原のまんなかで』という作品中
に、何を見ても分類番号に置き換えてしまう
大ベテランの図書館職員が登場します。その
域に達するまでには何年かかるやら･･･

「白洲正子と歩く京都」
 白洲 正子　牧山 桂子ほか／著　新潮社

「ほんとのおおきさ動物園」
 小宮 輝之／監修　福田 豊文／写真　学研

　幼い頃から母親に連れられて、何度も訪れた
京都。あるときは、ただただ無心に歩き、仏に
向きあう。またあるときは、ホンモノを探して
ゆっくりと買い物。通い詰めた店で舌鼓を打つ
こともしばしば。情報誌とは一味違った京都案
内をどうぞ。

「ほんとうの環境問題」
 池田 清彦　養老 孟司／著　新潮社
「脳を活かす勉強法　奇跡の『強化学習』」
 茂木 健一郎／著　PHP研究所
「科学の扉をノックする」
 小川 洋子／著　集英社
「通販な生活」
 日垣 隆／著　講談社
「心臓に毛が生えている理由 (わけ )」
 米原 万里／著　角川学芸出版

　キリンが大きいのは知っていても、キリンの
顔の大きさなんてわからない。トラの牙がする
どいってことは知っていても、実は、大人の親
指ほどの長さがあるってことはわからない。こ
の本ではいろいろな動物を実物大の大きさで紹
介しています。

「ジャッキーのトマトづくり」
 あいはら ひろゆき／文　あだち なみ／絵
 ブロンズ新社
「無人島のサバイバル」
 崔 徳熙／作　姜 境孝／絵　朝日新聞社
「狐と狸のバケ合戦」
 村上 健司／文　メディアファクトリー
「源氏物語　あさきゆめみし①～⑤」
 大和 和紀／原作・絵　時海 由以／文　講談社
「秘密のオルゴール」
 池田 美代子／作　講談社

図書室のギモン
本の背のラベルはな～に？（その2）

一　般　書 児　童　書

平日 10:00 ～ 16:30
土日祝 10:00 ～ 16:00

７月31日木

図書の貸出
・返却時間 

７月の
月末休室日
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「
夏
の
風
物
詩
」
花
火
の
季
節
が
到
来

　

夏
の
夜
空
に
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
、
花
火
。
大
人
も

子
ど
も
も
楽
し
め
る
遊
び
で
す
。
で
も
、
花
火
の
原
料
は
火

薬
。
ル
ー
ル
を
破
れ
ば
、
楽
し
い
は
ず
の
花
火
も
火
事
や
事

故
に
繋
が
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

花
火
遊
び
の
お
約
束

● 

枯
れ
葉
や
枯
れ
草
な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所

で
は
遊
ば
な
い
。

●
子
ど
も
だ
け
で
は
し
な
い
。

● 

花
火
を
分
解
し
た
り
、
原
料
の
火
薬
を
ほ
ぐ
し
た
り
し
な

い
。

●
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
を
し
な
い
。

● 

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
消
え

た
花
火
は
完
全
に
消
火
す
る
。

●
事
前
に
説
明
書
や
注
意
書
き
を
読
ん
で
か
ら
遊
ぶ
。

● 

花
火
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
や
、
夜
遅
く
に
は
遊
ば
な

い
。
ま
た
、
花
火
で
出
た
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

※ 

も
し
も
火
傷
を
し
た
と
き
は
、
水
道
水
で
す
ぐ
に
冷
や
す

と
と
も
に
、
病
院
で
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

水
害
に
備
え
水
防
訓
練
を
実
施

　

６
月
１
日
日
、
大
山

崎
町
消
防
団
と
大
山
崎

消
防
署
が
合
同
で
水
防

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
町
や

関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
水
害
か
ら
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
水
防
体
制
の
強
化

や
水
防
技
術
の
習
得
、

水
防
意
識
の
向
上
を
目

的
に
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

訓
練
講
評
で
真
鍋
町
長
は
、「『
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
』

に
努
め
る
た
め
に
も
、
河
川
管
理
者
や
関
係
機
関
な
ど
と
密

接
に
連
携
を
と
り
、
万
全
な
水
防
体
制
を
確
保
し
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
に
向
け
猛
特
訓
中
！

　

大
山
崎
町
消
防
団
は
、
７
月
27
日
日
に
丹
波
自
然
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
る
第
20
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
で
の
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
、
多
目
的
広
場
で
連
日
熱
の
こ
も
っ
た
訓

練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
仕
事
内
容
は
？

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
涯
学
習
、
青
少
年
健
全
育

成
、
人
権
教
育
、
成
人
教
育
、
男
女
共
同
参
画
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
に
関
連
す
る
こ
と
で
は
、
例
え
ば
、
土

曜
日
の
午
前
中
、
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の

場
を
提
供
す
る
「
と
き
め
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
」
や
、

親
子
で
参
加
で
き
る
各
種
体
験
行
事
の
ほ
か
、
宿
泊
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
社

会
性
を
養
う
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
の
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と

　

乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
気

づ
き
、
発
見
、
楽
し
さ
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
成
果

が
ハ
ッ
キ
リ
と
見
え
に
く
い
も
の
で

す
が
、
今
後
も
こ
の
町
の
特
徴
を
活

か
し
た
事
業
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
本
部
）

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
ひ
と
こ
と

　

住
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

皆
さ
ん
は
日
頃
、
生
涯
学
習
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
人
間
、生
涯
、

学
習
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
グ

ル
ー
プ
で
す
。
生
涯
学
習
活
動
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
何
か
手
助
け
が
必

要
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。


